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株式會．鼬

田中鐵工所
本吐東京都墨田厘東雨國四ノセ （商工會館内）
電話深川 1459 ． 1476．1479． 1812

エ場一埼玉・千住・本所大阪管業所大阪市頑島直上輻島ニノ五九
電話土佐堀 84－1 ． 4164 一
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-鑛山機械鱸化學工業用諸機械
設計・製作

（最古ノ歴史・最新ノ技術)
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様式
會祗

東京都港癌芝三捌塑岡町六六

電話三田（45)1161-3？4823大塚工場
、

.媛房用バルブ･トラツブー式

一減唾算淵度調節含安全鼻伸縮接手
造船用バルブー式

株式會祗フシマン製作鱗 ．

、

つ

，東京都大田睡森ケ崎町五五○一
電話大森1507.1503.1509.3282

森ケ崎・矢幅・病烏谷・名古屋
大阪・名古屋・盛岡

工場
出張所

で…壷毒霊垂g－Z＝夢垂一語王審理雲宝刀誕郡＝
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小糸画船舶用照明器と電氣器具

，一三q一一一一ヘヶエセ エー一子一一F 子一一一一、一一一一一

船舶用探照燈・投光器・装飾天井燈･天井燈二號二型

黙滅信號燈･天井燈二號一型･事業燈卓上燈一型･手提燈
隔壁燈・海圖臺燈・接栓接續座・ ソケット ・開閉器

カーゴラ､ンう． ・集魚燈､・其他各種設計二應ズ
一ー－ 一一一～■一

合

株式會祗小糸製作所

A率"…繼嘩瀧騰薦噸二“…,,"““
静岡エ場・沼津エ場・品川工場．､京都出張所・名古屋出張所

ー

本誌上えの廣告は取扱社共榮邇信就え假難所東京都品川鹿西品川四,九三二
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(1）
辱

方々のお集りを願ってさ上やかな茶話會を催し

閑談の後6時に散會しました｡

（9）握關室配置と船膣振動との關係

正員工學博士吉識雅夫君

正員、エ學士一原田正道君

准員工學士金澤 武君

准員工學士；山本．善之君

准員工學士高橋幸伯君

（10)軸系摸振動の一計算法

理學士藤野 勉君
つ

（11)商船用水管式汽錨に關する諸問題

正員 吉見 製君

（12)電氣熔接に適する高張力鋼の研究｡

・ 正員工學士寺尾貞一君

（13)内燃樫闘の熱效奉改善に對する新提案

、正員工學博士長野一利李君

（14)軍濫武蔵の進水工事

正員工學士古賀蘂一君

正員 、 大宮丈七君

（15)合成樹脂を應用する木船虫害防除方鋼二

就て正員理學士馬渡靜夫君

准員 香川忠夫君

筒第一日に講斌される識定であった次の2篇
は著者峡席と全文原稿が到着しませんでしたた

め溌演を中止し，曾報に全文を掲載した上で討

論を願うごとになりま{した。

復原性より見たる船舶安全性の安全示産
正員工學博士渡謹悪弘君

諏撃堅縮による通性住の変形に就て

正員工學士熊井豐二君

これ等〃論文は前の時報でも申上げました如

く大禮2回に分けて會報に載せ,秋季講演曾迄

に發行を総る稜りで諸般の準備を進めておりま

すo

大平洋職勃發より終戦迄の船

腹喪失量に就て

（賠舶藻管會調査月報第6鏡より抜葦）

我國の保有船腹は昭和22年1月5日現在

1,400,000総噸餘である。太平洋鬮淨勃發直前

即ち昭和16年12月初旬に於ける保有壁は約

第50期年度臨時總會及春季

講演含記事

藻て御通知してありました通り第50期年度

臨時總會及春季識演會は5月17， 18の両日に

豆って東京帝國大學第一工學部船舶工學科第31

鏡講義室で開催せられました。ちょうど帝大の

五月祭と重なりまして混雑を懸念さｵ1ましたが

會場が離ｵ1ておりましたため何等の支障もな,く ・
●『 ず．

順調に進行したのは幸でありました。 、
第1日9時半からの臨時總會は委任状を合せ

て約200名の出席で'事務所位置礎更と會誌愛

行方針の鍵更によ堵淀款改正の件は原案通り可

決せられましたo O'

講演會は正10時から参會老250名を得て，

山縣會長代理の開曾の酢に始まり次の順序で行

われ，活溌な質疑鯉答があって午後4時1p分

に経了しました。

（1）氷面滑走板の唾力抵抗に閲する一考察

准員工學士丸尾 ‘孟君

（2）可展面の中速膿々燈外板えの聴用

正負工學士木下昌雄君

准員工學士田中秀雄君

（3）三翼推進器の軍猫試験

正員工學士土田 陽君

（4）鼠螺旋別型客船の推進性能に關する二三

の賓料正員工學士志波久光君

（5）高速艇の波中に於Iﾅる運動

，正員工學士井上正鮎君

（6）シャフトブラケットの弧度計算

准員工學士岡部利正君

（古賀繁一君代讃）

（7）圓孔を有する直交異方性板の引張狸度

准員工學士山越道郎君

（8）平面板の自由振動及弧制振鋤二及ぼす防

史溌材の影響に就て

准員工學土栖原二郎君

第2日は生憎の降雨にも拘わらず約200名の

参會者がありましてい時40分から次の順序で

講演が行ｵﾌれ最後に山縣主事の閉曾の酢があっ

て午後4時20分終了，引綴!‘､エ別室で有志②
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、 開戦咳來喪失累計表

年月一ケ月喪失壁(噸）喪失量累計《頓）

6,000ﾒ0］總噸であり,駿時中に於ける新遥船は

職震船・綴行船・其他職標型錐船等を含めて約

3,300,dOO總噸それに多少の掌捕紹.沈船引揚
もあったから絡戦に至る迄の約3年半の間に

7“0.OCO總噸餘の船腹を喪失したわけで顔。
職時中に於けるか坐る船腹の消耗状況は船腹統

計が作職遂行上の嚴秘事項として職零の全期間

を通じて知ることが出來なかったので， こ上に

'喪失船舶に闘する賓料を掲げ簡単に説明を加え

ること入する。 ・

別表によれぱ，開戦第1年目の16年12月
h ,

には合計53,130噸を示して↓､ろが，以來ジツ

グ誤グを描き乍ら次第に累増し・ トラック島攻

略職が激化した昭和19年2月の484,620噸

並に臺湾，沖繩方面航空職の耐となった昭和19

年10月には~485,625噸と最高に達してぃ遥

のを知る。本表に於て明がな如く開戦の當初は

我國にしって所謂攻勢期とも稗すべき時期であ‐

り，昭和17年常初に於けるビルマ作職，次で

アリューシャン， ミッドウェー，サモア等の諸

作戦が引綴き質施せられたとは言え昭和17年

秋頃迄には船舶の喪失は25,000噸を底として

最商95,000噸の間を上下しつL推移している。

ところが同年秋以來激化したガダルカナル攻防

験を中心として之に要する軍除韓邊船の狸化補
給並に「力」島喪失による米國側海陸軍基地の

推進は一撃に優秀船の大量喪失を招來した。こ

れが爲同年10月には169,338噸同11月に
は138,434噸と船舶の喪失は激噛を來し,結局

昭和17年には合計929,930噸の喪失を見たの
' Qb

である。

昭和18年iこは2月「力r島作職の終了, 5
月アッツ,6月キ･スカ雨島の喪失によって千島

方面防衛懇化の必要が急速にたかまり，同方面
の要船腹趣力麺大した。これと共に潜水艦の出

現も亦漸く築くなり， 2月の76,207噸を最低
とし， 11月の265,068噸を最頂として合計
1,668,283噸を示し前年に比し倍増を乗したc因
みにこの年の1月には海運統制面に於ては所謂

蝿老の5班制度が編成され，同7月には船舶
運航艦制緊急整備要領による責務者の一大集約

一
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19年

20・ ①6,812,041
6,91り,118
7,074,769

20年3

合計 7,07.1,769

同10月には船舶所有者整備要領によって鋸主

の合併統合等か諸措齪が探られている。

翌昭和19年にぱ船舶の喪失はその絶頂に窪

している。先ず同年2月，史上最大鋳航室母艦

群による米函航空除Dトラック島攻撃力顎始さ

れ喪失は変に480,000"餘噸に上った。これが

爲我國として{土3月，中部太平洋諸島防衛狸化

手段として軍使用船舶の大部を弱て中部太平

洋方面に鱒用した。かくて職場の中心は同方面

〆
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10日（木）電氣熔炭研究委員衝第3分科第5回

會合 ．

－時及塲厨午後1時30分から4時迄工業

倶樂部に於て

一出‘席者輻田委員長會田主査島田

今井遠'11清水木下各委員

一議 事 ｡

に移ることLなったが6月15日米軍サイパン

島上陸， 7月4日向島の陥落， 8月グアム島

9月大宮島，テニアソ爾島階落と職場ば益々移

動し， これが對策として各種船の綜合輸遥を蜜

施すると共に更に油の園内逼迫に伴い作職行動

として蒋に作職擁を兵力を一時鱒用して船脚護

衛の弧化に努めた。だがこの頃には既に日本本

土太zF洋岸並に北九州起黙の南方航路(こ於て米
軍の蕊{す愈煮隠烈を極めるに至り，船舶刀喪，

失は歴月平均280,000噸餘,19,年10月485,625

噸，晒和19年合計3,763,778総領に上り，こ

/幾鱸驚潔朧鱸:難鑿
た蕊に鑿更の饒儀なきに立至った。
翌昭和20年には1月米軍リンカエゾ上陸，

2月硫黄島上陸， 3月澗繩上陸と職場は日に本．
0 、

土に近づいて就航umE水域付愈々狭まり．且船

腹も概ね師こ海底の藻屑と化した結果3月ま

でi'j合制･ 659,684噸に終っている。かくて踊

職以來20年3月末迄の喪失合計7,074,769"

噸， 4月以降8月終戦時までの約数十蔑噸を加

′えて7両數十漢噸の喪失を見たのである。

4月中の各委員喬の活動款況

9H(j<)船舶工學術語改訂委員街第2Igl衛合

一時及堪所午後'時から4時迄協會事務所､
に於て
一出席者漆委員長IH淵佐藤各幹事

上鱒TRIll瀧山板都井關

繊山池田榊原松山鈴木

高木演田(代） 各委員

一議 猟 ‘ ､

． l・文部省案｢科學用語の選燈方針｣及び委員，

長執罐の「船舶工學術語の選定方針」を

審議した。これは確固不動のものとせず，

頚喋問劉こ雷つ;て見て不適當と思われる
事項は適宜修正することとし-鯉この方

針に則って術語を選定することに申合せ

た、

2．全科技遜案の審識二入りAの部－－部を維夕
了したC

O

"j ,

ノ ノノ 、

タ

ノ

1前回討議された工作上棟討を要する簡所

の件は今後逐次細部に豆り審議するので ，

その磯曾{樫ることになった。
2漁船のbarkeelをHatplatekeelに

鍵える件は漁船研究委員街からbark←

elを採用しているのは確たる根鍵がある

．わけではないが従來からの慣習によって
〃

いるものであり，船長もそれを希霊して

いぢ由回答があったので,本委員宮とし

． てはflatPlatekeelを基として立案し

barkeelにも懸用出來るような工作法を

行うことに申合せ/迄。 ‐

3清水委員から前回に引譲き外板ブロック

建造方式に開し詩感案の發表があった。 』

大魁これはﾀ瓶を13‘プロツ”こ分割し

各ブロックの平均重量は約2トン・駿大
のもの2.6‘トソである。尚これ等のプロ

シクの易割ま隔壁甲板等と相互的;二種
受撤討せねば決定しない問題であって，

、一般配温剛を十分知悉する必要がある旨
の意見が出た。 ‘

外板の熔接;こ關し主なる事頚は次の通
､ J n

であるo ､

(J)Bilgekeelのbutt lはbi!ge外
板のbuttとshiftする必要があ

る｡

. (2)Sheerstrakeは特にshift才要

しない。
～

（”前後部HatKeel 'との取合は十分

老虚すること。

4蓮山委員から隔壁及び甲板に關するブロ

ック遮浩方式心溌表があつ“その中主
げ

な邪項としては縦鍵を掴邇させるか或は

識塗を貫通させるかが問題となったが大
、
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一

一

’ 一時及場所午後1時から4時30分迄工業

･ 、 倶樂部會議室に於て

一患席者湊委員長出淵佐藤各幹事
孟川’瀧山板部井關(代）

織山池田榊原南波濱田

松山鈴木各委員

=一一議事全科撰蓮案Aの部の審議を綾行

した。

と
一 ｜

たものとABru!eによって鋲撒誌とし ｜
’ た場合との計燕窪につ､､て報告があつ ： ｜

｜
た◎ 〆 、

2 1i蕃述ぺた率項に開運して次の諸項を次

1回迄に研究して置くことを申合せた。／ 、

（1）敷奉を77％とした鋲樵遥船の 、

hogging朕晦こ於ける腫力計算を ‘

追加することo ， サ
f (2)鋲構造船のsa空ing状態（效率

｜77％）の睡力薮値を再械討するこ

①』 ‘とo 、

（3）今井委員の計算で;池職迭招のノ
ノ

鵬力計禦j從莱の慣例{二従って睡

縮側土10％引張り側ir83.5%,

77β『としての應力を剛してある

が， この場合鋲孔のreductionを

從來の遥りとして考えるか，又果

してそれを考麗した場合その效率

は如何にするか。 ノ●

22日（火）木&"I究委員曾第8回曾合 ･

一時及塲所午後2時から,1時竿迄協禽事務

所に於て

６

ト
ー

､、

4

〆

』

（4）
I

’

燈縦董を這すこと.に決った。尚これによ

り縦壁と績壁との収合は直接熔接するも
｡

よ・し又stripを介してlapweldとして

‐ もよく適宜に施行することになった。 、
少

’5次回には清水護山雨委員のプ戸ジク建

迭方式を基として獺し,一般配庫圖を
も十分参考とし綜合的に全部を計塞f産

することになった。

.9日（木）漁船研究委員會第6回含合

一一時及場所午後1時半から‘1塒迄蕊務所に

於て

一出席者木村高木木下栗田伊藤

熊凝中村谷委員元良幹事

出淵事務長

一議事I ・

1前回懸案のbarkeelと fIa[platekeel

に就て商木委員から現場から聴戚し黍意
見としてSlipwayに引鍔デ患ために少

，くとも規程以上のbarkeeiが欲I典､。”

又鍍船には風に流されぬためにbarkeel

が欲しい旨述べられた。侮本作(こ關し清

水委員から，操縦の見地から從來通りが

望ましい。一方遥船所蔵諏板があるなら
bar.keel.でも工作にまえなく，厚板

懸蛮:蹴噌鰯潔襲
ことになればbarkee1 とした方がよい

との意見開凍があった。

2 トロール船，底曳網船の回韓敷の研究侭

95噸型底曳， 3go噸トロール船につき推

進器を愛え-こ置騒を行うこととし，登用

ば商水委員に斡旋方依頼することとなっ

たo

3防熱材に就ては参考として海軍の弾火薬・

‘ 庫冷房装置に關するdat"を集めること

となった。

4漁船の馬力の理論的研究の對象は25m以

上の逮洋のものとすることに申合せたo
，

ぴ

』

16日(水)船舶工學術語改訂委員曾第3厄1衡合
g

〆
｡
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（5）．

一田席者吉識委員長山縣小山上村

高木市川芥川西岡武原

各委員金子竹鼻各幹事

一蹟事1旭造船勝浦工場に於ける船溌

澆測定の結果について委員長から読明が

あり，結論として進水前船璽上にある時

を基地状態にとるのは船の岡腱の比較に

ならぬことが判った。高木，芥川，武原

各委員に依頼し適當な船について荷重状

，態を換えて測定することに決定した。尚
テレスコープを使用した測定法も賓料と

して配布し竹鼻幹事から説明があった。

2釘の耐え得る力について市川委員から説

‘明があった。

井口酋長から日本海運界の見透もつき

造船施設の賠償に關する見透しもついた

ので今後の造船及遙嬢技術者の養成方法

及員數等を學會として一睡審議するのが

適當と思われるので本協會内に委員會を

設置したい旨謹言あり一同之を了承し,・

委員の人選を大燈次のように識定した。

加藤弘君山縣昌夫君村田義鑑君

山中三郎君東道生君高木淳君

小野木敏夫君小野暢三君瀧山敏夫君

雪 千葉四郎君常松四郎君吉識雅夫君

秀島義人君加藤知夫君藤井義六君

間以上の外に事務局から出淵佐藤の

雨名が幹事として加わることとする。

5工業標準調査衛プラソジ委員曾委員推薦

の件

商工省から照會のあった上記委員は三

菱重工業から人選して貰うよう手配する

事となった。

’

’

｜

’

○
’

23日（水）定例理事會

一時及場所午後2時半から5時半迄協會事

務所に於て

一出席者井口會長山縣加藤吉識

常松各理事朝永監事

一議事

、 1入退會老承認0'､件（別項参照）

2第50期年度通常總曾及創立釦年記念
●

行事の件 。

大膿次のような日程及行事を諜走し夫々

準備することに申合せた。 、

第1日第50期年度通常總會

研究委員會委員長經過及成果報
、

告

第2R講演歯

’ 第3日呪典〈會長式酢功努者表彰

來賓概癖‘諦演懐薗座談會）

第4日工場見學（出來得れば）

3単術研究髄制刷新委員會委員選出に關す
る懇談會の件

・學術研究禮制世話人曾工學部門世話人

と學會代表者との癖礎會に事務長を出席
せL.め上述委員選出法を協議せしむるこ
とに申合せた。

4造船及遙機技術者激育制度刷新に閥する
卜 委員會設置の件 。

q■

’

28日（月） 29日（火） 30日（水）鋼船工作法研

究委員會第4回會合、
一時及場所午前8時より午後5時迄三井

～ 造船株式會斌玉野製作所'二於て｡

〃 、

一朏席者吉識委員長秋友，稲田，高岡
藤田，浅沼‘山田各委員‘古賀

、
松山，長谷川，狩野各委員代理

他に三井から欺名

‘＝－歳 事 一
1椴械器具の改良に關する件

（1）鋼材の蹴極切齢こ就て，前回報告
に引寂き直流により裸棒及被覆棒

の蛮鹸結果の報告があつだ｡イ荷更

に三井での没駿資料詮加えて取縄

、める墨ととする。

（2）進水遜の乾燥装置, Hotcompr-

essedair装腫に就て説明あり稲

肴意見の交換があった。寅醗を行

って次回に報告ある筈。

． （3） ポータブルの溌械鋸。引繊き各所

で研究することとなる。

剖

’、

1

’

｡
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（6）

（4）粉淡~ (粉コークス）煙装置。川崎

三井共に次回に報告することにな

ったo 、 ’ "

（5）簡単なSCarphingmachineに就

，て，播套で研究した瓦斯切箇式の

ものの紹介があった。

(6) Circularfrictionsawの辺に就

て。大型々物類の切断に使用する

上記鋸廻の入手法につき依頼があ

ったc

工作法改良に關する件

（1）秋友委員から船禮中央部に爆弾を

． 受けた験標紹Tfの改造工事施行
のため船邊に引上げる計喪につい

‐ ’て説明があった。

（2）工作法改良に關する件は本委員會
亟採り上げる重要案件であるから

各委員からの積極的な提案を希望

する旨委員長の希望があった。
工作鐸準作製に關する件

（1）現圃

一(イ')前回下讃みを柊り三井で坂
掴めた賓料により山田委員の説

明を中心に審議し最終審議を繕
った○

（ﾛ)各種の施行要領中には現1剛
〆工事のみならず各分野に共通す

るものが頗る多い。之茜軍に一

分野のみで探り上げることｲ,ま適

鴬でないので別に「船殻施工要

領」の章を設けることど[,た･
（2）鐘機

． （イ)第1回審議を資施,･時間の

都合で鶴見及横蒲の案を讃み乍
ら方針を定めた。

（ロ)著迦順序に就ては一睡次の

ように分類することにした。

(a)工場配匠

(b)機械設備及工具の種類

(c)加工法

(d)作業管理

（'､) (b;:;冥二は各嬢械の生産没

． をも入れること ‐
、

（二)加工法としては曲げ加工を

全部澆鐵に入れる案澆鐵は焼い

‐ 曲に止め，機械曲は全部鐵機に

入れる案など出たが一應機械曲

の中水匪曲のみを驍鐵に入れる

こととした。 ，

（ホ>作業管理の説明は簡軍にし

詳細は作業管理の章で掴めるこ

とにしたo

（3）饒鐵，山形鍜冶，水匪曲

（ィ)著遡順序は大艦鐵機に倣う

こと。

， （戸)構造別に纏める方法と作業

別に鯉める方法とあるがこれは

取狸委員一任となった。
J

造船關係諸學校優等卒業考え

本協會褒笈授與 、

今春造船關係諸學校を首席で卒業した17校

28名に對し本協會褒賞を授與した｡

新入會者氏名（4月理事念承認の分)。

正員山田善吉君｡

准員間庭愛信君 准員大倉慶一君

少

1

1

6

2

｡）

ヅ

●

≠

3

〆

②！壷 告

第五十期年度通常總會の決議により，昭

和23年1月から雷喪が次の通り改正さ

れますから御了承下さい。 ．

尚同時に准員が麿止せられ，從來の准員

はすべて正員となりますb

幽禮員一級 年額 6,00()閲

〃二級 〃 4,000回

〃三級 〃 ・3,000回

〃 四級 〃 1,000圓

正員 〃 120閲

學生員 〃 60圓 ．

＝

〆

一

｡
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’
一一一主要‘製品一一二一-－－塵一

ポンプ． ・冷凍機･送風機･濾過機

‘睡縮機･ブロワー・水車

●

株式會誠、
$

荏原製作所
本祗瀞奈川縣川崎市北加瀬五○

事務所東京都千代田睡丸ﾉ内丸ピル八階
大阪市北庭朝酎ビル内

出張所編岡市春吉高砂町五一

電話川崎2611－4

電話丸ノ内(23)221-2

麓話禰烏2860－7
１
１

一一

ダイカスト月産能力 －般化學機械並

高水腫ポンプ．･う．レス

室氣腫縮器・遠心分離機

株式會祇一

名 ・機 製作所
東京都千代田唾丸ノ内三菱仲三號館四號
電話灯.ノ内(23)873-4.19:19･2456.3898.
工場 名古屋 ・ 大阪

1,0OO,000個

愛知ダイカスト工業株式會融
東京都千代田麗丸ﾉｰ内三菱仲三號館四凱
瑚話丸ノ内(23)873-1.1949.24ﾗ6.3978
工場 名古屋・大阪

《

化學工業用諸機械装置

_！
硫安機械装置
一名一一

製藥機械装置

遠心分離機オート クレーヴ
(試験剛工業用在庫豊富）

’

-．一一一=一一一三今』~=で フキルターフ・レス、

製蝋機械装置 食用油機械装置

飴・葡萄糖装置 合成樹脂製造装置

株式會祗

東京製作所
東京都中央腿京橘槙町－－ノ五束京製作所ピル

（東京騨八重洲ロ下車3分）

毒舌京橋(56)2823.8281.8292.8293

‐

共榮逼信謎．
假事務所東京都品川睡西品川四ノ九三二

一手取扱本誌上えの廣告は

○

冠ヨ



、

三

能美式(船舶安全法規定） ．

煙管式火災探知機・空氣管式火災警報装置
一其他警防消火機一般・設計装作施工

一日本防災通信工業改メ

能美防災工業株式會吐
、畜農.蚤溺嬢雛薙瀧哩ﾂ鶏諦緋灘蔦轤欝溌

米第八軍用品指定工場 －〔螢業品目〕－

鑛山機械･製鐵機械・化學機械

横山水管式汽罐･各種製確工事
各種鋳鋼鍛鋼製品

株
， 式

I ■

I 昭和
満
載
年
土

全

‐一一製 品一
電動磯・發電磯・愛匪器・配電盤・開閉制御
鰻器・電氣ホキスト・電氣計器・其他電氣機器

一

横山工業株式會祗
’ ｛

3151(9)0171(5)

3161(4)(長)3150電話大崎(49） 東京都中央瞳江戸橋一ノーニ加賀ビル

---各 、

塗厭
一專門製
東京鍵陸器株式會斌

各
種
保
温
材

一
保
温
工
事
設
計
施
工
、

日
本
ア
ス
ベ
ス
ト

／
株
式
會
祗

木
批
東
京
鄙
中
央
臆
銅
座
西
六
ノ
三

支
店
大
阪
市
瓢
島
隠
下
露
齢
迩
ノ
ー
八

電
匿
此
至
勤
一
醒
誹
錘

出
襲
所
名
古
風
・
稲
岡

ト
ン
ボ
印
石
綿
製
品

電
解
川
・
石
綿
布

一
般
石
綿
紡
績
製
品

石
綿
制
動
帯
摩
擦
板

ア
ス
ペ
ス
ト
ジ
ョ
イ
ソ
ト
シ
ー
ト

周
廿
圓
，
Ｉ

{:1
芯』東京都太田匡本蒲田一ノー○

電話蒲田（03）三四五五

蕊宇野澤組鐵工所
一圭要製品一 f 、

汽動ロ即筒渦巻、即筒
暖房用卿筒タービン卿筒
眞空ロ即筒氣艘睡縮機
本吐及澁谷工域東京都澁谷歴山下町六二毒地

玉川エ場東京都大田厘矢口町九四五番地

専責特許責用新案

超遠心噴霧乾燥装置 』

羽

卓 ､

特長洗状物総化・洗状物濃縮

其の他の製品
１
町
ｒ
■
。
“
■
‐
。
。
】

隣
超遠心液0

4822
2215

3306

艘清淨機･遠心油分離機
超遠心牛乳分離機･超逮心酵.母分離機
唾力油腿過機･鐡道車輪部分品製修

！

蕊大行祗化機製作所
今

CRAFT印

災恵2大田医大森9ノ

電話大森〈06)磯：

製轤･硫安等凡ユル化學装置二必要ナ
總テノ配管部品ノ責任アルメーカー

≠舎些一一

~濤駿端2勇賜ヵ苧用バルブ＆コツ4

扇田弁工業株式會祇
東京都港歴白金志田町電話三田(45）3448．3189

バルブ＆コック

4

謎血狸． 一△－1■■ 凸←P▲ー今 画


